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図 下層路盤からの給水部近傍（測点 ）と各測点の表面温度の差-3.3.2.11 No.10

ｂ）各舗装タイプの蒸発量の算定

① タイプ３の蒸発量

3 8 5 13 8 15 03 50タイプ は 月 日 時より常時給水を開始した その時点から 月 日 時、 。 、

分にまとまった雨（ 月 日に の降雨あり）が降るまでの期間のデータからタイ8 7 3.5mm
。プ３の日蒸発量を算定する。図 に時間雨量、給水速度および累加給水量を示す3.3.8.12

初期の給水速度が大きな値を示す理由は、タイプ３の舗装が乾燥していたために、一気に

保水材や毛管材により吸水されたためであると考える。また、累加給水量の曲線において、

その勾配が一定になっている直線部（回帰部）においては、給水速度と蒸発速度は同値で

あると考えられ、その回帰式の傾きから、この期間に ／日程度の蒸発量があったこ2mm
とが分かる。

② 地表面温度の重回帰式

1 3 Ts3 E前項 ）の直線部（回帰部）におけるタイプ の地表面温度 と蒸発（給水）速度

（ 、気温 (℃)、湿度 （％ 、平均風速 （ ）との重回帰式を、実測デmm/day Ta Mo Ve m/s） ）

ータを用いて作成する。その結果を式①および表 に示す。-3.3.2.3

―①式Ts3 = 0.19E + 1.02Ta 0.049Mo + 0.60Ve + 5.70－ －
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図 時間雨量、給水速度、累加給水量の計測結果-3.3.2.12

表 重回帰式の統計解析結果-3.3.2.3

また、①式を用いてタイプ３の地表面温度の予測値と実測値を比較したものを、図

に示す。表 の重相関係数や図 から、精度よく予測できることが-3.3.2.13 -3.3.2.3 3.3.8.13
わかる。
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-3.3.2.13 ( )図 表面温度の予測値と実測値の比較 タイプ３

③ タイプ２およびタイプ３の蒸発量の算定

前項の①式を について解き、蒸発速度( )を求めたものが②式である。E mm/day

…… ②式E = 5.27 Tsi + 5.39 Ta 0.26 Mo + 3.17 Ve + 30.05－ －

タイプ２とタイプ３は、表面の舗装は同等であるので、②式を用いてタイプ２およびタイ

プ３の蒸発速度( )を求めることができる。その結果を図 に示す。この結mm/day -3.3.2.14
果から、タイプ２の給水量は必要量を満足していたと判断される。

図 各舗装タイプの蒸発速度の算定結果-3.3.2.14
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